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研究成果概要 
本研究会はニュートリノ研究に関して理論と実験の研究者が一堂に会し、最新の情報

を共有し新たな研究の展開の芽を得ることを目的としており、2000 年より開催してい

る。平成２５年度からは新学術領域「ニュートリノフロンティア融合と進化」と共同で

研究会を開催している。平成３０年度は、「超新星背景ニュートリノ」という題目で２０

１９年３月２３日（土）に柏キャンパスの東京大学宇宙線研究所で開催した。参加者は

２１名で、国内外の主に超新星背景ニュートリノに関する理論研究者	 及び	 実験の研

究者によって合計７件の講演を行なわれた。講演のアジェンダは以下に記した研究会ウ

ェブページに記載されている。	

	https://www.icrr.u-tokyo.ac.jp/indico/event/197/	

研究会では、イントロダクション、背景ニュートリノフラックスの理論計算、ブラックホー

ルとの関連	 そして SK―Gd 実験に関する研究について、5件の講演が行われた。また、公募

講演として中性子測定実験に関する講演も 2件行われた。研究会の様子を撮った写真を以下

に記す。	
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